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１． 研究計画の概要 

本研究は，特異点自体に曲率を導入し，微分

幾何的な対象として研究することを最終的な

目標としている．具体的には以下の３つのテ

ーマについて研究を行う． 

(1)特異点を対象とする微分幾何学の構築 

(2)定曲率空間における波面の特異点と位相

に関する研究，およびその関連分野への応用， 

(3)Euclid 空間および双曲型空間における完

備かつ有界な極小曲面の研究． 

 
２．研究の進捗状況 

分担者の山田氏と連携研究者の佐治氏と超曲

面に現れるA_k 型の特異点の内的な定式化を

与え，さらにその定曲率空間への超曲面とし

ての実現定理を与えた．また前年度に与えた

「特異点と変曲点」の間の双対性を，内的に

再定式化し，閉曲面としての波面に合計４個

のガウス・ボンネ型の定理の存在を示した．

一方，分担者の山田氏，グラナダ大学のMartin 

氏と共同で，単連結かつ虚部も同時に有界と

なる極小曲面を構成し，その応用として３次

元時空に弱完備かつ有界な任意種数の極大曲

面が存在することを示した． 

これらの研究の推進，発展のため研究代表者

は，分担者の山田氏，間下氏，橋本氏等と適

宜連携して，毎年９月，１１月，３月に研究

集会を開催し，この研究テーマに関連する研

究者同士の研究交流を行った． 

 

３．現在までの達成度 

②概ね順調に進展している． 

(理由) 

特異曲率の高次元化とその位相的性質の解明

など，未解明で重要な研究課題が残されてい

るが，最初に掲げた研究目標の約７～８割が

すでに達成している． 

 

４．今後の研究の推進方策 

５月にOberwolfach で国際研究集会があるの

で，そこで内外の研究者と連携をとり，まだ

未達成の課題についても精力的に情報収集と

状況の打開を図る． 

 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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